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パート I. IT管理者のためのデバイス

管理 

ScreenBeam 1100 Plus は、ScreenBeam CMS ソフトウェアまたは ScreenBeam の Local 

Management Interface（LMI,ローカル管理インターフェイス）を使用して設定することがで

きます。 

 

1.1  ScreenBeam CMS ソフトウェアを使用する 

ScreenBeam Central Management System （CMS, セントラル管理システム）は、マルチユニ

ット展開、設定、管理のために非常に お勧めできる補完ツールです。 

1. CMS ソフトウェアと CMS ユーザーガイドを入手する場合は、以下にアクセスしてくだ

さい： 

https：//support.screenbeam.com/cms. 

2. セットアップ手順については、CMS ユーザーガイドを参照してください。 

 

1.2  ScreenBeamのローカル管理を使用する 

ローカル管理インターフェースでは、一度に 1 台の ScreenBeamを設定、更新することが

できます。LMI にアクセスするには 3 つの方法があります： 

⚫ 方法 1：ScreenBeam ローカル Wi-Fi ネットワーク 

⚫ 方法 2：DHCP 経由のネットワーク接続 

⚫ 方法 3：ワイヤレス P2P ダイレクト接続 

 

注意： 

Local Management Interface Access （ローカル管理インターフェースアクセス）は、以下

のいずれかの場合に可能となります： 

⚫ 受信機の Local Management Interface Access （ローカル管理インターフェイス ア

クセス） が Auto （自動） に設定されており、受信機が CMS に接続されていない。 

https://support.screenbeam.com/cms
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⚫ 受信機の Local Management Interface Access（ローカル管理インターフェースアク

セス）が Enable（有効）に設定されている。 

Local Management Interface Access（ローカル管理インターフェースアクセス）の詳細に

ついては、「5.3.9.3 ローカル管理インターフェースアクセスの設定」を参照してください。 

1.2.1  方法 1：ScreenBeam ローカル Wi-Fi ネットワーク 

ユーザーのデバイスが ScreenBeam 受信機の Local （ローカル） Wi-Fi に接続されている

場合、ScreenBeam 受信機の LMI には https：//192.168.26.1 からアクセスできます。 

以下の手順に従って、ScreenBeam 受信機の LMI にアクセスしてください、 

1. クライアントデバイスの Wi-Fiをを、TV に表示される ScreenBeam Local （ローカ

ル）Wi-Fiネットワーク（AP SSID）に接続します。 

 

2. ワイヤレスネットワークのパスワードを入力してください。デフォルトのパスワード

は screenbeamです（大文字と小文字は区別されます）。 

https://192.168.26.1/
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3. ディスプレイ上の受信機のアイドル画面には、ScreenBeamに設定された IPアドレスが

表示されます。 

注意： 

⚫ 受信機が既存のワイヤレスネットワークや LAN に接続されていない場合、IP アド

レスは 192.168.26.1です。 

⚫ 受信機がネットワークに接続されている場合、IP アドレスは受信機のアイドル画

面で確認することができます。 

 

 

4. 割り当てられた IPアドレスをデバイスのウェブブラウザに入力してください。 
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5. ブラウザが「接続またはサイトがセキュアまたはプライベートではありません」という

エラーを出す場合があります。その場合は、以下の手順で手動で接続を許可してくださ

い： 

⚫ Chrome ブラウザ：Advanced（詳細設定）をクリックし、Continue to...（…に進

む）をクリックします。 

⚫ Edge ブラウザ：Details（詳細設定）をクリックし、Continue to...（…に進む）

をクリックします。 

⚫ IE ブラウザ：Details（詳細設定）をクリックし、Go on to the webpage（ウェ

ブページに進む）をクリックする（お勧めしません）。 

⚫ Firefox ブラウザ：Advanced（詳細設定）をクリックし、Accept the Risk and 

Continue （リスクを受け入れて続行）ををクリックします。 

 

6. ScreenBeam 管理ページが表示されたら、ユーザー名 Administrator とパスワー ド 

screenbeam（両方とも大文字と小文字を区別）を入力します。 

デフォルトでは、ユーザー名は Administrator、パスワードは screenbeamです。 

注意：ファームウェア 11.0.6.0以前のデフォルトパスワードは Actiontecです。また、

ファームウェアを新しいバージョンにアップグレードしても、デフォルトのパスワー

ドは変更されません。パスワードは、ScreenBeam 受信機がリセットされた場合にのみ

更新されます。 
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1.2.2  方法 2：DHCPを介したネットワーク接続 

ScreenBeam受信機の LMIは、受信機が DHCPネットワークから取得した IPアドレス（https：

//+受信機の IPアドレス）を介してアクセスすることができます。 

以下の手順に従って、ScreenBeam受信機の LMIにアクセスしてください。 

1. シールドされた RJ-45終端 Cat5e以上のイーサネットケーブルを使用して、ScreenBeam

イーサネットポートを DHCP対応ネットワークに接続します。 

2. ディスプレイの受信機のアイドル画面には、ScreenBeamに設定された IPアドレスが表

示されます。このアドレスを ScreenBeamと同じネットワーク上のデバイスの Webブラ

ウザに入力します。 

 

 

3. 方法 1のステップ 5以降の指示に従ってください。 

 

1.2.3  方法 3：ワイヤレス P2P 直接接続 

ユーザーのデバイスが Wi-Fi Miracast 経由で ScreenBeam 受信機に接続している場合、

ScreenBeam受信機の LMIには https：//192.168.16.1経由でアクセスできます（デフォル

ト）。 

ScreenBeam受信機の LMIにアクセスするには、以下の手順に従ってください。 

1. Windows 10/11デバイスを使用して、3.3 Wi-Fi Miracastをを使用した接続の項に従

って、デバイスを ScreenBeamに接続します。 

2. 接続後、ウェブブラウザに https：//192.168.16.1 を入力し、LMI にアクセスします。 

https://192.168.16.1/
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3. 方法 1のステップ 5からの指示に従ってください。 
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1.3  ScreenBeamを設定する 

LMI にログインした後、ScreenBeam 1100 Plusをを設定することができます。 

1.3.1   一般設定 

このセクションでは、受信機の一般的な設定について説明します。 

1.3.1.1  受信機の名前の変更 

受信機の名前を変更するには、以下の手順に従ってください： 

1. Device Configuration（デバイス設定）タブをクリックして、Device Configuration（デ

バイス設定）タブページに移動します。 

 

2. Device Name（デバイス名）ボックスに新しい名前を入力します。 

 

受信機のデバイス名は、以下の文字をサポート しています： 

⚫ A-Z, a-z, 0-9 

⚫ `~!@#$%^&*（）_+=-{}|\][："';<>?/., 

⚫ 以下の範囲の Unicode を持つ日本語の文字：\u3040-\u30FF, \u31F0-\u31FF, and 

\u4E00-\u9FBF. 

⚫ 簡体字と繁体字 

また、デバイス名の長さは 1～32文字とします。 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 

 

 

注意：新しい設定は直ちに有効になります。 
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1.3.1.2  Login Username（ログインユーザー名）と Password（パスワード）

の設定 

ユーザーログイン用のユーザー名とパスワードを変更するには、以下の手順に従ってくだ

さい： 

1. Device Configuration（デバイス設定）タブをクリックして、Device Configuration（デ

バイス設定）タブページを開きます。 

 

2. Administrator Username（管理者ユーザー名）行と Administrator Password（管理者パ

スワード）行に進み、Administrator Username（管理者ユーザー名）ボックスと

Administrator Password（管理者パ スワード）ボックスに、それぞれ新しいユーザー

名とパスワードを入力します。 

 

Administrator Username（管理者ユーザー名）に使用できる文字は次のとおりです：A-

Z、a-z、0-9、そして @#$_- です。 

管理者ユーザー名の長さは、1 ～ 16 文字です。 

Administrator Password（管理者パスワード）に使用できる文字は、次のとおりです：

A-Z、a-z、0-9、そして @#$_- です。 

管理者パスワードの長さは、1～16 文字とします。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップ メッセージ ボックスで OKをクリッ

クして確認します。 
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1.3.1.3  受信機の表示言語の設定 

受信機の表示言語を設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Device Configuration（デバイス設定）タブをクリックして、Device Configuration（デ

バイス設定）タブページに移動します。 

 

 

2. Display Language（表示言語）行に進み、Display Language（表示言語）ドロップダウ

ン・ボックスから希望の言語を選択します。 

注意：この操作はテレビ画面に表示される言語を変更するものであって、設定ウェブペ

ージに表示される言語を変更するものではありません。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.1.4  受信機の Host Name（ホスト名）の変更 

Host Name（ホスト名）は、ネットワーク内で受信機を識別するために使用されます。 

受信機の Host Name（ホスト名）を変更するには、以下の手順に従ってください： 

1. Device Configuration（デバイス設定）タブをクリックして、Device Configuration（デ

バイス設定）タブページに移動します。 

 

2. Host Name（ホスト名）の行に移動し、Host Name （ホスト名）ボックスに新しいホス

ト名を入力します。 

Host Name（ホスト名）に使用できる文字は以下のとおりです：A-Z、a-z、0-9、ハイフ

ン（-）です。 

Host Name（ホスト名）の長さは 1～63文字です。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 

 

 

注意：受信機の新しいホスト名は、再起動後に有効になります。 
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1.3.1.5  タイムゾーンと NTPタイムサーバーの設定 

ScreenBeam 1100 Plusは、NTPサーバーと時刻を同期します。 

 

受信機のタイムゾーンと NTP タイムサーバーを設定する場合は、以下の手順に従ってくだ

さい： 

1. Device Configuration（デバイス設定タブ）をクリックして、Device Configuration（デ

バイス設定タブ）ページに移動します。 

 

2. Time zone（タイムゾーン）ドロップダウンボックスで希望のタイムゾーンを選択し て、

デフォルトの NTPタイムサーバーを変更する場合は、NTP Time Server（NTPタイムサー

バー）ボックスに新しいタイムサーバーアドレスを入力します。 

NTP Time Server（NTPタイムサーバー）の長さは 1～128文字です。 

 

注意：時刻同期にはインターネット接続が必要です。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

12 

 

1.3.2  経由のワイヤレスディスプレイ 

LAN経由のワイヤレスディスプレイオーバー LANは、Miracast非対応デバイスをローカル

ネットワーク接続で投影することを可能にします。ScreenBeam受信機は、イーサネット（推

奨）またはワイヤレスでソースデバイスと同じネット ワークに接続する必要があります。 

 

1.3.2.1  Windows 10/11デバイス用に LAN経由のワイヤレスディスプレイ接

続を設定する 

Windows 10/11デバイスが Miracast対応でない場合でも、以下の条件を満たしている限り、 

LAN 経由で画面を投影することができます： 

⚫ オペレーティングシステム：Windows 10/11、21H2またはそれ以降 

⚫ 100M/1000Mイーサネットアダプター（オプション、推奨）、Wi-Fiアダプターが利用可

能であること。 

⚫ 安定したローカルエリアネットワーク 

⚫ Windows 10/11機器と ScreenBeam 1100 Plus受信機が同じ LANに接続されていること。 

⚫ 必要なポート：UDP 5353、TCP 7250、TCP 7236 

• UDP 5353、マルチキャスト DNS（mDNS）検出用 

• TCP 7250、Miracast over LANデータストリーム用 

• TCP 7236、RTSP用 

 

Windows 10/11 デバイスで Miracastを LAN経由で設定する場合は、次の手順に従ってくだ

さい： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Connection Type（接続タイプ）セクションに移動し、Miracast オーバーLANを Enable

（有効）または Disable（無効）に設定します。 

 

⚫ 有効：Windows10/11 デバイスがローカルネットワーク経由で投影できるようになりま

す。 



 

13 

 

⚫ 無効：Windows 10/11デバイスは、ローカルネットワーク経由での投影を許可されませ

ん。 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.2.2  macOS/iOSデバイスの AirPlayミラーリングの設定 

AirPlayミラーリング機能を使用すると、macOS/iOSデバイスは OS ネイティブのスクリー

ンミラーリングを使用してローカルネットワーク上で投影することができます。AirPlayソ

ースデバイスが ScreenBeam 受信機を検出するには、2 つの方法があります：マルチキャス

ト DNS ディスカバリーと BLE ディスカバリーです。 

以下の条件を満たしていることをご確認ください： 

⚫ オペレーティングシステム：macOS 12（またはそれ以降）または iOS 13（またはそれ

以降） 

⚫ 100M/1000M イーサネットアダプター（オプション、推奨）と Wi-Fi アダプターが利用

可能であること。 

⚫ 安定したローカルエリアネットワーク 

⚫ MacOS/iOS デバイスと ScreenBeam 1100 Plus受信機が同じ LAN に接続されているこ

と。 

⚫ 必要なポート：udp 5353、tcp 47000、tcp 7000、tcp 7100、tcp&udp 18000-18009 

• UDP 5353、マルチキャスト DNS（mDNS）検出用 

• TCP 47000、AirPlayの Airtune用 

• TCP 7000、URLを送信する AirPlay用 

• TCP 7100、AirPlayミラーリング用 

• TCP&UDP 18000-18009、macOS、iOS AVデータ用 

 

macOS/iOS デバイスに AirPlay ミラーリングを設定するには、以下の手順に従ってくださ

い： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Connection Type（接続タイプ）セクションに移動し、AirPlayミラーリングを Enable

（有効）または Disable（無効）に設定します。 

 

⚫ Enable（有効）：macOS/iOSデバイスは、AirPlayミラーリングを使用してローカルネッ

トワーク上で投影することができます。デフォルトでは、この機能は有効になっていま

す。 
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⚫ Disable（無効）：macOS/iOS デバイスは、AirPlay ミラーリングを使用してローカルネ

ットワーク上に投影することはできません。 

3. 導入条件に応じて、マルチキャストDNSディスカバリー機能を有効または無効にします。

デフォルトでは、マルチキャスト DNS ディスカバリー機能が有効になっており、受信機

が UDPポート 5353を使用してネットワーク上で AirPlayディスカバリーをブロードキ

ャストできるようになっています。 

 

 

4. 展開条件に従って、BLEディスカバリー機能を有効または無効にします。デフォルトで

は、BLE ディスカバリー機能は無効になっています。この機能は、Bluetooth を使用し

て AirPlayディスカバリーをブロードキャストすることを可能にします。 

BLE ディスカバリーを介して ScreenBeam 受信機を検出する場合、AirPlayソースデバ

イスの Bluetoothがオンになっている必要があります。 

 

 

5. ストリーミングアプリがプッシュモードに対応している場合は、Push（プッシュ）モー

ドを有効にします。そうでない場合は、無効にしてください。 

注意：Push mode（プッシュモード）は、ScreenBeam Conference（ScreenBeam 会議）が

無効で、受信機の Display Sharing Mode（表示共有モード）が Single（シングル）ま

たは Quick Switch（クイックスイッチ）に設定されている場合に使用できます。 
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6. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.2.3  Chrome OS デバイスおよび Chrome ブラウザ搭載デバイス用の 

Chromecast ミラーリングの設定 

お使いのデバイスは、以下の条件を満たしていれば、ワイヤレス表示用に ScreenBeam に接

続できます： 

⚫ オペレーティングシステム：Chrome OS 100.x（ またはそれ以降）（Cast 付き）、また

は Chromeブラウザ（Cast 付き）。 

⚫ 100M/1000Mイーサネットアダプタ（オプション、ただし推奨）と Wi-Fiアダプタが利

用可能です。 

⚫ 安定したローカルエリアネットワーク。 

⚫ ソース機器と ScreenBeam 1100 Plus受信機が同じ LANに接続されていること。 

 

Chrome OSデバイスまたは Chromeブラウザ搭載デバイスに Chromecastミラーリングを設定

する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Connection Type（接続タイプ）セクションに移動し、Chromecast mirroringミラーリ

ングを Enable（有効）または Disable（無効）に設定します。 

⚫ Enable（有効）：Chrome OSデバイスまたは Chromeブラウザを搭載したデバイスは、ロ

ーカルネットワーク経由での投影が許可されます：Chrome OS デバイスまたは Chrome

ブラウザ搭載デバイスは、ローカルネットワーク経由で投影することができます。 

⚫ Disable（無効）：Chrome OSデバイスまたは Chromeブラウザ搭載デバイスがローカル

ネットワーク経由で投影することは許可されません。 

 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.3  P2P ワイヤレス設定 

このセクションでは、Miracast 接続、P2P 操作チャネル、送信電波強度の設定を紹介しま

す。 

1.3.3.1  Miracast 接続の設定 

ScreenBeam 1100 Plusでは、Miracast接続を無効または有効にすることができます。 

受信機の Miracast接続を設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. P2P Wireless Setting（P2Pワイヤレス設定）セクションに移動し、Miracastを Enable

（有効）または Disable（無効）に設定します。デフォルトでは有効になっています。 

注意：Miracastが Disable（無効）に設定された場合、Windowsと Androidの Miracast

デバイスは、Wi-Fi Directを使用してレシーバーに接続することはできません。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.3.2  P2P 操作チャンネルの設定 

ScreenBeam 1100 Plusでは、ワイヤレス表示受信機とソース機器間の通信に使用す る操作

チャンネルを定義することができます。 

受信機の動作チャンネルを設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. P2P Wireless Setting（P2P ワイヤレス設定）セクションに移動し、P2P Operating 

Channel（P2P操作チャンネル）ドロップダウンボックスから希望のチャンネルを選択し

ます。 

 

1～13のチャンネルは 2.4GHz帯に属し、36～165のチャンネルは 5GHz帯に属する。デフォ

ルトでは、チャンネル 36が使用されます。 

チャネルの有無は、販売地域（国コード）によって異なります。 

ネットワーク環境に応じてチャンネルを選択する必要があります。一般的に、よりクリーン

なチャンネル（稼働しているデバイスが少ない）の方がパフォーマンスが高くなります。Wi-

Fi Analyzerを使用して、クリーンなチャンネルを特定することができます。 

注意：ScreenBeam受信機は、Wi-Fi直接使用モデルでは使用禁止であるため、動的周波数選

択（DFS）チャンネル（50～144）をサポートしていません。ソースデバイスの Wi-Fiアダプ

タがデュアルバンドで機能しない場合は、ソースデバイスを DFS対応ルータ（AP）から切断

するか、DFS非対応の APに接続する必要があります。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 

 

 

注意：新しい設定は次の接続から有効になります。 
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1.3.3.3  送信電波強度の設定 

ScreenBeam 1100 Plusを使用すると、Miracast接続用の Wi-Fiアダプターの送信電波強度

を弱めたり、強めたりすることができます。 

受信機の送信電波強度を設定するには、以下の手順に従います： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. P2P Wireless Setting（P2Pワイヤレス設定）セクションに進み、Transmit Power（送

信電力）ドロップダウンボックスからオプションを選択します。 

送信電波を弱めると、近くのデバイスへの干渉を減らすことができます。送信電波を強

めると、送信距離を長くすることができます。 

 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 

 

 

4. 受信機が再起動して、新しい設定が有効になります。 
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1.3.4  セキュリティ設定 

このセクションでは、受信機の PINペアリング方法について紹介します。 

1.3.4.1  PIN ペアリング方法の設定 

PIN ペアリング方法の設定は、以下の手順で行います： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Security Setting（セキュリティ設定）セクションに移動し、Force PIN Pairing（PIN

強制ペアリング）機能を「オン」または「オフ」に設定します。 

⚫ PIN強制機能を無効にするには、Offを選択してください。PINまたは PBCペアリン

グは、ソースデバイスをレシーバーに初めて接続するときに使用されま す。 

⚫ PIN強制機能を有効にする場合は、Onを選択ください。この場合、毎回または初回

に受信機に接続するデバイスに PINコードを入力する必要があります。 

注意：ワイヤレス表示ソースデバイスによっては PIN入力に対応していない場合が

あり、このモードが有効になっていると ScreenBeam 受信機と接続できない場合が

あります。PIN接続の有効化の詳細については、デバイスのユーザーマニュアルを

参照してください。 

 

3. PINペアリング方法を選択します。 

⚫ 毎回の接続：デバイスが受信機に接続する度に PINを入力する必要があります。 

⚫ 初回接続：機器と受信機の初回接続時に PINの入力が必要です。 
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4. PIN生成方法を選択する。 

Force PIN Pairing（強制 PINペアリング）機能が有効な場合、システムは 2つの PIN

生成方法を提供します：Static（静的）と Random（ランダム）です。 

⚫ Static（静的）：Static（静的）を選択すると、ユーザーは柔軟に PINを定義でき

ます。静的 PINは接続ディスプレイに表示されません。 

 

⚫ Random（ランダム）：PINコードは ScreenBeamによってランダムに生成されて、接

続された HDTV/プロジェクターに表示されます。 

5. 接続ディスプレイに PINを表示する期間を定めます。PIN 表示期間の範囲は 25秒から

120秒です。 
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6. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.5  表示設定 

このセクションでは、表示に関する機能を紹介します。 

1.3.5.1  表示共有モードの設定 

ScreenBeam 1100 Plusは、3つの表示共有モードを取り扱っています：シングルモード、ク

イックスイッチモード、マルチビューモードです。 

表示共有モードを選択する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Display Setting（表示設定）セクションに移動し、Display Sharing Mode（表示共有

モード）メニューから希望のオプションを選択します。利用可能なオプションは以下の

通りです：Single（シングル）、Quick Switch（クイックスイッチ）、Multi-View（マル

チビュー）。 

⚫ Single（シングル）：受信機がすでに使用されている場合、他のデバイスは接続で

きません。 

⚫ Quick Switch（クイックスイッチ）：クイック・スイッチ・モードを使用すると、

サポートされているデバイスが、現在接続されているデバイスからワイヤレス接

続を引き継ぐことができます。引き継ぎ後、以前接続されていたデバイスは切断さ

れます。 

対応しているソースには、Miracast ソース、Infracast ソース、AirPlay ソース、

HDMI®入力ソースが含まれます。 

⚫ Multi-View（マルチビュー）：マルチビューモードでは、最大 4つのソースをレシ

ーバーに接続し、同時にテレビに表示することができます。 

対応しているソースには、Miracast ソース、Infracast ソース、AirPlay ソース、

HDMI®入力ソースが含まれます。 

注意：4 つのワイヤレス表示ソースが接続されている場合でも、HDMI®入力は許可

されています。最後に接続されたワイヤレス表示ソースは、表示象限上の HDMI®入

力ソースに引き継がれますが、バックグラウンドでは接続されたままになります。

詳細については、4.3 HDMI®出力の動作を参照してください。 
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3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.5.2  クイックスイッチ/マルチビューの受信機名表示の設定 

ScreenBeam 1100 Plusを使用すると、クイックスイッチまたはマルチビューモードの受信

機名 称表示をカスタマイズすることができます。 

受信機名の表示を設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページを開きます。 

 

2. Display Setting（表示設定）セクションに移動し、Display Sharing Mode（表示共有

モード）が Quick Switch（クイックスイッチ）または Multi-View（マルチビュー）に

設定されていることを確認します。 

3. Show Receiver Name（受信者名の表示）を Always（常に表示）に設定します。 

Show Receiver Name（受信者名の表示）機能には、以下の 2つのオプションがありま

す： 

⚫ Always（常に表示）：アクティブな接続セッションが存在する場合、接続テレビに

受信機名が表示されます。 

⚫ Don’t show（表示しない）：受信機名は、アクティブな接続セッションが存在する

場合、接続テレビに表示されません。 

注意：このオプションを選択した場合、受信機名の配置は利用できません。 

 

4. Receiver Name Placement（受信機名の配置）ドロップダウン・ボックスからオプショ

ンを選択します。 

 

5. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.5.3  受信機のアイドル画面での情報表示の設定 

受信機のアイドル画面への情報表示を設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックし、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Display Setting（表示設定）セクションに移動し、ScreenBeam network and status 

information（ScreenBeamネットワークとステータス情報）メニューから希望のオプシ

ョンを選択します。利用可能なオプションは次のとおりです：Display all,（すべて表

示）、Display minimal（最小表示）、Display none（表示なし）。 

⚫ Display all（すべて表示）：受信機は、接続ディスプレイにすべてのネットワーク

とステータス情報を表示します。 

⚫ Display minimal（最小表示）：接続ディスプレイにローカル Wi-Fi情報を表示しま

す。 

⚫ Display none（表示なし）：接続したディスプレイにネットワークとステータス情

報を表示しません。 

 

3. Connection instructions（接続指示）を Show（表示）または Hide（非表示）に設定し

ます。 

⚫ Show（表示する）：受信機のアイドル画面に Wi-Fi接続と受信機の接続方法が表示

されます。 

⚫ Hide（隠す）：受信機のアイドル画面に Wi-Fi接続と受信機の接続指示が表示され

なくなります。 
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4. Show “Connect to WiFi” instructions（「WiFiに接続」の指示を表示）を Show（表

示）または Hide（非表示）に設定します。 

⚫ Show（表示）：受信機のアイドル画面に Wi-Fi接続指示が表示されます。 

⚫ Hide（非表示）：受信機のアイドル画面に Wi-Fi接続指示が表示されません。 

 

5. Show “Help URL” instructions（「ヘルプ URL」の指示を表示）を Show（表示）また

は Hide（非表示）に設定します。 

⚫ Show（表示）：受信機のアイドル画面にヘルプ URL情報が表示されます。 

⚫ Hide（非表示）：受信機のアイドル画面にヘルプ URL 情報を表示しません。 

 

6. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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以下は、これらの情報をすべて非表示に設定した後の例です。 
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1.3.5.4  受信機のアイドル画面への日時表示の設定 

受信機のアイドル画面における日時表示の設定は、以下の手順で行ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページを開きます。 

 

2. Display Setting（表示設定）セクションに移動し、Show time & date onscreen（画面

上に時刻と日付を表示する）を Show（表示）または Hide（非表示）に設定します。 

⚫ Show（表示）：受信機のアイドル画面に日付と時刻が表示されます。 

⚫ Hide（非表示）：受信機のアイドル画面に日時が表示されなくなります。 

 
3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 

 

 

 

Show time & date onscreen（画面上に時刻と日付を表示する）が Show（表示）に設定され

ている場合、受信機のアイドル画面に時刻と日付が表示されます。 
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1.3.5.5  受信機のアイドル画面にローカル Wi-Fi のパスワードを表示する

設定 

受信機のアイドル画面にローカル Wi-Fiのパスワードを表示/非表示する場合は、以下の手

順で設定してください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Display Setting（表示設定）セクションに移動し、Show passphrase key for Local 

Wi-Fi onscreen（ローカル Wi-Fiのパスフレーズキーを画面に表示する）を Show（表

示する）または Hide（隠す）に設定します。 

⚫ Show（表示）：受信機のアイドル画面にローカル Wi-Fiのパスワードが表示されま

す。 

⚫ Hide（非表示）：受信機のアイドル画面にローカル Wi-Fiのパスワードを表示しま

せん。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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ローカル Wi-Fiのパスワードは、Show passphrase key for Local Wi-Fi onscreen（ロー

カル Wi-Fiのパスフレーズキーを画面に表示する）が Show（表示）に設定されている場合、

受信機のアイドル画面に表示されます。 
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1.3.5.6  受信機のアイドル画面に Wi-Fi QRコードを表示する設定 

受信機のアイドル画面に Wi-Fi RQ コードを表示/非表示する場合は、以下の手順に従って

ください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページを開きます。 

 

2. Display Setting（表示設定）セクションに移動し、Show Wi-Fi QR code onscreen（画

面に Wi-Fi QR コードを表示する）を Show（表示）または Hide（非表示）に設定しま

す。 

⚫ Show（表示）：受信機のアイドル画面に Wi-Fi QRコードが表示されます。 

⚫ Hide（隠す）：受信機のアイドル画面に Wi-Fi QRコードは表示されません。 

 

3. Select the Wi-Fi for QR code generation（QRコード生成用 Wi-Fiの選択）ボックス

からオプションを選択します：Local Wi-Fi Hotspot（ローカル Wi-Fiホットポット）

または Wi-Fi Network（Wi-Fiネットワーク）。 

⚫ Local Wi-Fi Hotspot（ローカル Wi-Fiホットスポット）：受信機のローカル Wi-Fi

の QRコードが表示されます。 

⚫ Wi-Fi Network（Wi-Fiネットワーク）：受信機が接続している Wi-Fiの QR コード

が表示されます。 

 

4. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認する。 
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Show Wi-Fi QR code onscreen（画面に Wi-Fi QRコードを表示）が Show（表示）に設定さ

れている場合、選択した Wi-Fiの QRコードが受信機のアイドル画面に表示されます。 
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1.3.5.7  HDMI®ポート出力の管理 

HDMI® ポート出力を設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Display Setting（表示設定）セクションに移動し、HDMI/VGA Port Power management

（HDMI/VGA ポート電源管理）ドロップダウンボックスから希望のオプションを選択し

ます。利用可能なオプションは次のとおりです：常時オン、スクリーンセーバー、表示

オフ。 

 
⚫ Always On（常時オン）：このオプションを選択すると、HDMI® 出力は常にオンになりま

す。 

⚫ Screensaver（スクリーンセーバー）：このオプションを選択すると、定義されたアイド

ル時間が経過した後、システ ムはスクリーンセーバーを実行します。ユーザーは、Wait

（待機）時間ボックスでアイドル時間（1～9999 秒）を設定することができます。 
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⚫ Display Off（表示オフ）：このオプションを選択すると、定義されたアイドル時間が経

過した後、HDMI® 出力がオフになります。ユーザーは、待機時間ボックスでアイドル時

間（1～9999秒）を設定できます。 

 

⚫  ScreenBeam USB Pro Switch（ScreenBeam USBプロスイッチ）：ScreenBeam USB Pro 

Switch（ScreenBeam USBプロスイッチ）と連動し、会議室内機器（会議室内カメラ、

会議室内マイク、会議室内スピーカーなど）と連動します。  

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.5.8  受信機のウェークアップ 

受信機がスクリーンセーバーを実行している場合、または HDMI® ポート出力がオフになっ

ている場合、スキャンと接続の 2 つのいずれかのイベントによってウェークアップするこ

とができます。 

注意：Wake Up（ウェークアップ）機能は、HDMI/VGA Port Power management（HDMI/VGAポ

ートの電源管理）が Screensaver（スクリーンセーバー）または Display Off（表示オフ）

に設定されている場合に使用できます。 

 

受信機のウェークアップ機能を設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Display Setting（表示設定）セクションに移動し、Wake Up（ウェイクアップ）機能を

On Scan（スキャン時）または On Connect.（接続時）に設定します。 

⚫ On Connect（接続時）：ソースデバイスが接続されている場合にのみ、受信機はス

リープまたはスクリーンセーバーから起動します。 

⚫ On Scan（スキャン時）：受信機は、ソースデバイスがスキャン中であることを検出

すると、スリープまたはスクリーンセーバーから起動します。 

 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.5.9  テレビ画面のサイズを調整する 

テレビの画面サイズを調整する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Display Setting（表示設定）セクションに移動し、Adjust TV Screen Size（テレビ画

面サイズの調整）ドロップダウンボックスから希望のオプションを選択します。 

⚫ TV画面サイズの値の範囲は 0～25です。値が大きいほど、画面が大きくなります。 

⚫ Allow source device to override overscan value（ソースデバイスによるオー

バースキャン値のオーバーライドを許可する）：このオプションを有効（チェック）

にすると、オーバースキャン値がソースデバイスの設定と同じになります。そうし

ない場合、オーバースキャン値は受信機の設定と同じになります。 

 
3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.5.10  HDMI-CECの設定 

HDMI-CEC機能を設定する場合は、次の手順に従ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Display Setting（表示設定）セクションに移動し、HDMI-CEC機能を On（オン）または

Off（オフ）に設定します。 

この機能を有効にすると、受信機は接続されたディスプレイデバイスをウェークアップ

することができ、ディスプレイデバイスは受信機が接続するソースに切り替わります。 

注意：表示デバイスが HDMI-CEC をサポートし、この機能がオンになっている必要があ

ります。 

表示デバイスは、以下のいずれかの状態でウェークアップされます： 

⚫ 受信機の電源がオンになったとき。 

⚫ 受信機への接続が確立されたとき。 

⚫ パワーオン受信機が表示デバイスに接続されたとき。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.5.11  受信機の背景画像を更新する 

受信機の背景を更新する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Display Setting（表示設定）セクションに移動し、Background Image（背景画像）ボッ

クスの横にある Browse（参照）ボタンをクリックします。 

 
3. Open（開く）ウィンドウが表示されます。背景用の画像を選択し、Open（開く）ボタン

をクリックして確定します。 

⚫ 画像は.pngおよび.jpeg/.jpg形式で入力してください。 

⚫ ファイルサイズは 2.5MB以下にしてください。 

⚫ 画像サイズは 1280*720ピクセル（幅×高さ）が最適です。 

 

 

4. Apply（適用）ボタンをクリックして、背景画像を受信機にアップロードします。 

 

5. 確認メッセージが表示されます。OKをクリックして続行してください。 
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6. しばらくすると背景画像が更新され、接続したディスプレイで確認することができます。 
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1.3.5.12  受信機のスクリーンセーバー画像の更新 

受信機のスクリーンセーバーを更新する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Display Setting（表示設定）セクションに移動し、Screen Saver Image（スクリーン

セーバー画像）ボックスの横にある Browse（参照）ボタンをクリックします。 

 
3. Open（開く）ウィンドウが表示されます。スクリーンセーバー用の画像を選択し、Open

（開く」ボタンをクリックして確定します。 

⚫ 画像は .png 形式で入力してください。 

⚫ ファイルサイズは 200 KBを超えてはなりません。 

⚫ 画像サイズは 300*60ピクセルが最適です。 

 

4. Apply（適用）ボタンをクリックして、スクリーンセーバー画像を受信機にアップロード

します。 

 

5. 確認メッセージが表示されます。OKをクリックして続行します。 
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6. しばらく経つと、スクリーンセーバーの画像が更新されます。スクリーンセーバーの実

行中に、接続ディスプレイで確認できます。 
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1.3.6  デジタルサイネージ設定 

ScreenBeam 受信機のデジタルサイネージモードは、表示画面をデジタルサイネージプレー

ヤーとして利用することができます。 

受信機のデジタルサイネージモードを設定する場合は、次の手順に従ってください： 

1. Digital Signage（デジタルサイネージ）タブをクリックして、Digital Signage（デジ

タルサイネージ）タブページに移動します。 

 

2. デジタルサイネージのオプションを適切に設定しましょう。 

⚫ Digital Signage（デジタルサイネージ）：Enable（有効）を選択するとデジタルサ

イネージ機能がオンになり、Disable（無効）を選択するとこの機能がオフになり

ます。 

⚫ Display Mode（表示モード）：Framed（フレーム付き）を選択すると、サイネージ

はフレーム付きウィンドウに表示され、インターネット接続、ワイヤレス表示指示、

受信機名などの情報も表示されます。Fullscreen（フルスクリーン）を選択すると、

サイネージは全画面で表示され、受信機名のみが表示されます。 

⚫ Hide all information（すべての情報を隠す）：受信者情報は、Enable（有効）を

選択すると非表示になり、Disable（無効）を選択すると表示されます。 

⚫ Source URL（ソース URL）：ソースコンテンツの URL。 

デジタルサイネージは、HTML5/CSS/JavaScript を使用したコンテンツ配信に対応

しています： 

• Chromiumエンジンのみ（最新の Androidで利用可能） 

• 最大 4096x2160/3840x2160 @ 30fpsの H.264ビデオ 

• オーディオ MP3、AAC-LC、HE-AAC v1/v2 

• 静止画像 JPG、PNG、GIF 

• ウェブ GL 

すべてのコンテンツは、ユーザーが Android Webview で閲覧可能かどうかをテス

トし、その適合性を検証する必要があります。 

⚫ Restart Delay（再起動遅延）（秒）：ワイヤレスディスプレイ接続終了後、または

受信機の再起動後にサイネージ再生を再開するまでの遅延時間です。遅延時間の

範囲は 10～1000秒です。 

⚫ Digital Signage Update Frequency（デジタルサイネージ更新頻度）：受信機がソ

ース URL からコンテンツを再読み込みする頻度を設定できます。設定可能なオプ

ションは、更新なし、5分、24時間です。 

⚫ Digital Signage Audio Volume（デジタルサイネージオーディオボリューム）：デ

ジタルサイネージの再生音量を設定します。現在利用可能なオプションは、ミュー

ト、低、中、高です。 
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3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.7  ネットワーク設定 

このセクションでは、ローカル Wi-Fi ネットワークモード、CMS インターフェース/インタ

ーネット WANインターフェースの割り当て、イーサネット/ワイヤレスインターフェースの

接続と TCP/IP設定など、ネットワーク接続に関する設定を紹介します。 

1.3.7.1  ローカル Wi-Fi ネットワークモードの設定 

受信機は、LANを介したワイヤレス表示と受信機管理を行うために、ローカル Wi-Fi ネッ

トワークを提供します。このネットワークは、受信機のイーサネットまたはワイヤレスイン

ターフェースを介して外部ネットワークにルーティングすることができ、これによってロ

ーカル Wi-Fiに接続するデバイスはインターネットにアクセスすることができます。 

受信機のローカル Wi-Fi ネットワークモードを設定する場合は、以下の手順に従ってくだ

さい： 

1. Network Settings（ネットワーク設定）タブをクリックして、Network Settings（ネッ

トワーク設定）タブページを開きます。 

 

2. Local Wi-Fi Network（ローカル Wi-Fi ネットワーク）セクションに移動し、Select 

Network Mode（ネットワークモードの選択）ボックスからオプションを選択します。3

つのオプションがあります：NAT、ブリッジ、なしです。 

⚫ NAT：受信機のローカル Wi-Fi ネットワークが、NAT 方式でイーサネットまたはワ

イヤレスインターフェイスが接続するネットワークにルーティングされます。 

⚫ Bridge（ブリッジ）：受信機のローカル Wi-Fiネットワークがブリッジ方式でイー

サネットまたはワイヤレスインターフェイスが接続するネットワークにルーティ

ングされます。 

⚫ None（なし）：受信機のローカル Wi-Fiネットワークは、イーサネットまたはワイ

ヤレスインターフェイスが接続するネットワークにルーティングされません。 

 

 

3. Block communication to devices on the LAN（LAN上の機器へのブロック通信）を

Enable（有効）または Disable（無効）に設定します。デフォルトでは無効に設定され

ています。 

⚫ Enable（有効）：受信機のローカル Wi-Fiに接続するデバイスとの通信がブロック

され、受信機のローカル Wi-Fiに接続するデバイスは、受信機が接続する AP に接

続するデバイスを確認することできません。 

⚫ Disable（無効）：受信機のローカル Wi-Fiに接続するデバイスへの接続がブロック

さ れません。そのため、受信機のローカル Wi-Fiに接続するデバイスは、受信機 
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が接続する APに接続するデバイスを確認することできます。 

注意：この機能は、ネットワークモードが NATに設定されている場合に使用できます。 

 

 

4. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.7.2  CMS 接続用インターフェースの設定 

ScreenBeam 1100 Plusでは、CMS接続用のインターフェースをカスタマイズできます。 

CMS接続用インターフェースを設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Network Settings（ネットワーク設定）タブをクリックして、Network Settings（ネッ

トワーク設定）タブページを開きます。 

 

2. Interface Feature Assignment（インターフェース機能の割り当て）セクションに移動

し、Select Internet CMS Interface（インターネット CMSインターフェースの選択）

ボックスからオプションを選択します。利用可能のオプションは以下のとおりです：自

動、イーサネット、ワイヤレス。 

⚫ Auto（自動）：受信機は CMS に接続するインターフェースを自動的に選択します。 

⚫ Ethernet（イーサネット）：受信機はイーサネットインタフェースのみを使用して

CMSに接続します。 

⚫ Wireless（ワイヤレス）：ワイヤレスインターフェースのみを使用して CMSに接続

します。 

 
3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.7.3  インターネット WANインターフェースの設定 

受信機のローカル Wi-Fiは、インターネットアクセスのために受信機の有線または無線イ

ンターフェースにルーティングすることができます。 

インターネット接続用のインターフェースを設定する場合は、以下の手順に従ってくださ

い： 

1. Network Settings（ネットワーク設定）タブをクリックして、Network Settings（ネッ

トワーク設定）タブページを開きます。 

 

2. Interface Feature Assignment（インターフェース機能の割り当て）セクションに移動

し、Select Internet WAN Interface（インターネット WANインターフェースの選択）

ボックスからオプションを選択します。2つのオプションがあります：イーサネットと

ワイヤレスです。 

⚫ Ethernet（イーサネット）：受信機は、インターネットアクセス用にローカル Wi-

Fiをイーサネットインターフェースに経由します。 

⚫ Wireless（ワイヤレス）：受信機は、インターネットアクセス用にローカル Wi-Fi

をワイヤレスインターフェースに経由します。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.7.4  イーサネットインターフェースのネットワーク名の変更 

イーサネットインターフェースのネットワーク名を変更することで、受信機がどのイーサ

ネットネットワークに接続しているかユーザーに知らせることができます。 

イーサネットインターフェースのネットワーク名を変更する場合は、以下の手順に従って

ください： 

1. Network Settings（ネットワーク設定）タブをクリックして、Network Settings（ネッ

トワーク設定）タブページを開きます。 

 

2. Network Interface Settings（ネットワークインターフェイス設定）>Ethernet 

Interface（イーサネットインターフェイス）に進み、Network Name（ネットワーク名）

の名前を変更します。 

ネットワーク名に使用可能な文字は以下のとおりです：A-Z、a-z、0-9、および_-です。 

ネットワーク名の長さは 1～16文字です。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.7.5  受信機の IP アドレスの設定 

受信機は、ネットワーク接続用にイーサネットとワイヤレスの両方のインターフェースを

備えています。これらのインターフェースには、個別の IP 設定が必要です。デフォルトで

は、受信機は IPアドレスを自動的に取得するように設定されています。ご使用のネットワ

ークに DHCPサーバーがあることを確認してください。 

イーサネットとワイヤレスインターフェースの IP設定手順は同じです。 

 

受信機の IPアドレスを設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Network Settings（ネットワーク設定）タブをクリックして、Network Settings（ネッ

トワーク設定）タブページに移動します。 

 

2. Network Interface Settings（ネットワークインターフェース設定）＞TCP/IP Setting

（TCP/IP設定）に進み、IP Assignment（IP割り当て）を Auto（自動）または Static

（静的）に設定します。 

⚫ Auto（自動）：受信機は DHCPサーバーによって IPアドレスが割り当てられます。 

⚫ Static（静的）：ユーザーは、受信機の IPアドレス、サブネットマスク、デフォ

ルトゲートウェイを設定することができます。 

 
3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.7.6  受信機の DNSサーバーの指定 

受信機には、ネットワークに接続用のイーサネットインターフェイスとワイヤレスインタ

ーフェイスがあります。これらのインタフェースには、個別の DNS設定が必要です。デフォ

ルトでは、受信機は DNS設定を自動的に取得するように設定されています。 

イーサネットとワイヤレスインターフェースの DNS設定手順は同じです。 

 

受信機の DNSサーバーを指定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Network Settings（ネットワーク設定）タブをクリックし、Network Settings（ネット

ワーク設定）タブページに移動します。 

 

 

2. Network Interface Settings（ネットワークインターフェース設定）＞TCP/IP Setting

（TCP/IP設定）に進み、DNS Assignment（DNS割り当て）を Auto（自動）または Static

（静的）に設定します。 

⚫ Auto（自動）：受信機に DNSサーバーが自動的に割り当てられます。 

⚫ Static（静的）：ユーザーは受信機の DNS サーバーを定義することができます。

Staticを選択した場合、DNS サーバーを定義する必要があります。 

 
3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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58 

 

1.3.7.7  VLANタギングの設定 

ScreenBeam受信機は、最大 3つの VLAN統合が行なえます。 

ScreenBeam 受信機は、スイッチのトランクポートに接続する必要があり、さらにこのトラ

ンクポートは、ソース機器が受信機にワイヤレス表示する VLANのパスを許可するように設

定される必要があります。 

 

受信機に VLANタグを設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. VLAN が正しく設定され、VLAN ID が利用可能であることを確認します。 

2. 設定する VLANを通過させるトランクポートがスイッチに設定されていることを確認し

ます。 

3. Network Settings（ネットワーク設定）タブをクリックして、Network Settings（ネッ

トワーク設定）タブページに移動します。 

 

 

4. Network Interface Settings（ネットワークインターフェイス設定）> VLAN Settings

（VLAN設定）に進み、VLAN1/VLAN2/VLAN3の Enable（有効）を Yes（はい）に設定しま

す。 

 
⚫ Yes（はい）：VLAN が有効になっています。 

▪ Tag ID（タグ ID）：VLAN の ID（または番号）です。この VLANは、受信機が
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接続されているトランクポートの 許可パスに設定されている必要がありま

す。範囲は 1～4094です。 

▪ Name（名前）：この VLAN の説明です。 

▪ Local Management Access：（ローカル管理アクセス）：この設定が Enable（有

効）に設定されている場合、この VLAN に接続されているデバイスに対して 

LMI アクセスが許可されています。この設定が Disable（無効）に設定されて

いる場合、この VLAN に接続されているデバイスに対して LMI アクセスは許

可されていません。 

▪ IP Assignment（IP 割り当て）：詳細については、5.3.7.5 Setting up the 

Receiver’s IP Address（5.3.7.5 受信機の IPアドレスの設定）を参照して

ください。VLANの IP設定は、一般的な IP設定の原則に従います。 

▪ DNS Assignment（DNS割り当て）：詳細については、5.3.7.6 Specifying a DNS 

Server for the Receiver（5.3.7.6 受信機の DNSサーバーの指定）を参照し

てください。VLANの DNS設定は、一般的な DNS設定の原則に従います。 

⚫ No（いいえ）：VLANは無効です。 

 

5. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 

 

 

 

6. ScreenBeam 受信機を所定の位置に設置し、受信機のイーサネットポートをスイッチの

トランクポートに接続します。 
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1.3.8  ローカル Wi-Fi 設定 

ScreenBeam 1100 Plusは、LAN経由のワイヤレスディスプレイ（Windows 10/11 Infracast、

Apple AirPlay、Google Castなど）、および受信機管理を行うためのローカル Wi-Fiネット

ワークを提供します。 

受信機のローカル Wi-Fiを設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Local Wi-Fi（ローカル Wi-Fi）タブをクリックして、Local Wi-Fi（ローカル Wi-Fi）

タブページに移動します。 

 

2. Local Wi-Fi Settings（ローカル Wi-Fi設定）セクションに移動し、ScreenBeam Local 

Wi-Fi（ScreenBeamローカル Wi-Fi）を Enable（有効）または Disable（無効）に設定

します。 

⚫ Enable（有効）：受信機のローカル Wi-Fiがオンになります。 

⚫ Disable（無効）：受信機のローカル Wi-Fiはオフになります。 

 

3. 受信機のローカル Wi-Fi機能が有効になっている場合は、ワイヤレスネットワーク名、

ワイヤレスセキュリティタイプ、パスワードフレーズ、ワイヤレスチャンネル、SSIDブ

ロードキャストを設定します。 

⚫ Wireless Network Name（ワイヤレスネットワーク名）：受信機のローカル Wi-Fi 

のネットワーク名です。ローカル Wi-Fiが有効な場合、このネットワーク名は Wi-

Fi（5GHz）対応デバイスで検出できます。 

注意：ワイヤレスネットワーク名は<>以外のすべての文字をサポートしていて、長

さは 1～32文字です。 

⚫ Wireless Security Type（ワイヤレスセキュリティタイプ）：Wi-Fiに接続する際

のセキュリティ確認方法です。 

⚫ Password Phrase（パスワードフレーズ）：Wi-Fiに接続するためのパスワードです。

デフォルトのパスワードは screenbeamです。 

注意：パスワードフレーズは以下の文字に対応しています：a-z、A-Z、0-9、

~`!@#$%^&*（）-_、長さは 8-63文字です。 

⚫ Wireless Channel（ワイヤレスチャンネル）：Wi-Fi接続に使用するワイヤレスチ

ャネルです。このチャネルは P2P 操作チャネルに関連付けられます。詳細は
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5.3.3.2 Setting up P2P Operating Channel（5.3.3.2 P2P 操作チャネルの設定）

を参照してください。 

⚫ SSID Broadcast（SSID ブロードキャスト）：この設定を有効にすると、受信機のロ

ーカル Wi-Fiの SSIDがブロードキャストされ、無効にすると、受信機のローカル

Wi-Fiの SSIDはブロードキャストされません。SSIDブロードキャストが無効の場

合、受信機のローカル Wi-Fiにデバイスを手動で接続する必要があります。 

 

4. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認する。 

 

 

 

ローカル Wi-Fiの DNSサーバーを指定する場合は、Network Settings（ネットワーク設定）

タブページの Local Wi-Fi Network（ローカル Wi-Fiネットワーク）> DNS Assignment（DNS

割り当て）に進みます。Auto（自動）を選択して Apply（適用）をクリックするか、Static

（静的）を選択して希望の DNSサーバーアドレスを入力し、Apply（適用）をクリックしま

す。 
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1.3.9  受信機管理アクセス設定 

ここでは、受信機管理の設定を紹介します。 

1.3.9.1  受信機に ScreenBeam CMSを指定する 

受信機の CMSサーバーを指定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Management Access（管理アクセス）タブをクリックして、Management Access（管理ア

クセス）タブページを開きます。 

 

2. Central Management System Settings（セントラル管理システム設定）セクションに移

動し、CMS Server（CMSサーバー）、CMS Communication Port（CMS通信ポート）、およ

び Service Platform CMS Port（サービスプラットフォーム CMSポート）を設定しま

す。 

⚫ CMS Server（CMSサーバー）：これは、ScreenBeam CMSをホストするサーバーの IP ア

ドレスまたは FQDN/ホスト名/ドメイン名/エイリアス名（DNS サーバーと DHCP サー

バーが適切に設定されている場合）です。最大 6 ラベルのドメインをサポートします。 

注意：CMS サーバーには DNS 設定を使用することをお勧めします。 

⚫ CMS Communication Port（CMS 通信ポート）：ScreenBeam受信機と ScreenBeamCMS間の

通信ポートです。ポートの範囲は 5000から 65535です。デフォルトは 7237です。 

⚫ Service Platform CMS Port（サービスプラットフォーム CMSポート）：ScreenBeam 受

信機とサービスプラットフォーム CMS（SPCMS）間の通信ポートです。ポート範囲は 5000

～65535です。デフォルトは 6388です。ScreenBeam CMSE 4.3.10.13以降で使用する

ために確保されています。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.9.2  受信機の LMI用ポートの指定 

受信機のローカル管理インタフェースの通信ポートを指定する場合は、以下の手順に従っ

てください： 

1. Management Access（管理アクセス）タブをクリックして、Management Access（管理ア

クセス）タブページに移動します。 

 

 

2. Central Management System Settings（セントラル管理システム設定）セクションに移

動し、Web Communication Port（ウェブ通信ポート）のポートを定義する。 

⚫ Web Communication Port（ウェブ通信ポート）：受信機のローカル管理インタフェ

ースの通信ポートです。ポートの範囲は 5000～65535（5555を除く）です。デフォ

ルトは 443番ポートです。 

 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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1.3.9.3  ローカル管理インターフェースアクセスの設定 

受信機のローカル管理インターフェース（LMI）は、受信機をローカルで管理するために使

用できます。 

受信機の LMI アクセスを設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Management Access（管理アクセス）タブをクリックして、Management Access（管理ア

クセス）タブページを開きます。 

 

2. Local Management Interface Access Settings（ローカル管理インターフェイスアク

セス設定）セクションに移動し、Local Management Interface Access（ローカル管理

インターフェイスアクセス）ボックスからオプションを選択します。3つのオプション

があります：Auto（自動）、Enable（有効）、Disable（無効）です。 

⚫ Auto（自動）：受信機の LMIへのアクセス可否は、CMS接続の可否に左右されます。

受信機が CMS に接続されている場合、受信機の LMI へのアクセスは自動的に無効

になり、そうでない場合はアクセスが有効になります。 

⚫ Enable（有効）：受信機が CMSに接続されているかどうかに関わらず、受信機の LMI

へのアクセスが有効になります。 

⚫ Disable（無効）：受信機の LMIへのアクセスは利用できません。 

 

3. Network Interface Allowed（ネットワークインターフェイス許可）ボックスからオプ

ションを選択します。 

⚫ Any（任意）：受信機の LMI へのアクセスは、どのネットワークインターフェース

でも許可されます。 

⚫ Ethernet LAN（イーサネット LAN）：受信機の LMIへのアクセスは、受信機のイー

サネット経由のみ限定されます。 

⚫ Wireless LAN（ワイヤレス LAN）：受信機の LMIへのアクセスは、受信機のワイヤ

レス経由のみ限定されます。 

⚫ Local Wi-Fi AP（ローカル Wi-Fi AP）：受信機の LMIへのアクセスは、受信機の

ローカル Wi-Fi経由のみ限定されます。 

⚫ Miracast P2P：受信機の LMIへのアクセスは、受信機の Miracast P2P経由のみ限

定されます。 
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4. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 

 

 

5. 受信機が再起動され、再起動後に新しい設定が有効になります。 
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パート II. 受信機のファームウェア更

新 

ScreenBeam 1100 Plusは、LMIを通してワイヤレスで、または USBを利用してローカルで

ファームウェアをアップデートすることができます。 

2.1  LMI 経由でのファームウェアアップデート 

LMI 経由で受信機のファームウェアをアップデートする場合、ローカル PC から行う方法と 

ScreenBeamファームウェアアップデートサーバーから行う方法があります。 

2.1.1  ローカル PC上でのファームウェアアップデート 

ユーザーは、ローカル PCからファームウェアアップデートファイルを転送することで、受

信機のファームウェアをワイヤレスでアップデートすることができます。 

ローカル PCから受信機をアップグレードする場合は、以下の手順に従ってください： 

1. ScreenBeamのウェブサイト https：//support.screenbeam.comから最新のファームウ

ェアをダウンロードします。 

2. ScreenBeam 1100 Plusのローカル管理画面にログインし、ファームウェアアップグレ

ードタ ブをクリックして、ファームウェアアップグレードタブページに移動します。 

 

Firmware Upgrade（ファームウェアアップグレード）タブページでは、Firmware Version

（ファームウェアバージョン）セクションにおいて、現在のファームウェアバージョン

を確認することができます。 

 

3. From a local PC（ローカル PCから）ボックスの横にある Browse（ブラウズ）ボタンを

選択します。 

https://support.screenbeam.com/
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4. Open（開く）ウィンドウが表示されます。解凍したファームウェアファイルのフォルダ

に移動してください。ファームウェアファイル（「install.img」）を選択し、Open（開く）

ボタンをクリックして続行します。 

 

5. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して続行します。 

 

 

6. ウェブサーバーがファームウェアファイルの受信機への転送を始めます。 
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7. ファイルのアップロードに成功すると、受信機は再起動され、アップグレードが行われ

ます。接続ディスプレイにファームウェアのアップグレード状況が表示されます。 

8. 受信機がアイドル画面に戻ったら、アップグレード完了です。 

注意：アップグレード中は、受信機の電源を切らないでください。アップグレードには時間

がかかります。しばらくお待ちください。 
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2.1.2  インターネットからのファームウェアアップデート 

ユーザーは、オンラインアップデートサーバーを使用して、受信機のファームウェアをワイ

ヤレスで アップデートすることができます。 

インターネットから受信機をアップグレードする場合は、以下の手順に従ってください： 

1. 受信機がインターネットにアクセスできるネットワークに接続されていることを確認

してください。 

2. ScreenBeam 1100 Plusのローカル管理画面にログインし、Firmware Upgrade（ファーム

ウェアアップグレード）タブをクリックして、Firmware Upgrade（ファームウェアアッ

プグレード）タブページに移動します。 

 

Firmware Upgrade（ファームウェアのアップグレード）タブを開くと、ユーザーは 

Firmware Version（ファームウェアバージョン）のセクションで現在のファームウェア

のバージョンを確認することができます。 

 

3. From the Internet（インターネットから）ボックスの横にある Check for Updates（ア

ップデートをチェック）ボタンをクリックします。利用可能な新しいファームウェアア

ップデートがある場合は、From the Internet（インターネットから ）ボックスに「新

しいバージョンが利用可能です」というメッセージが表示されます。 
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4. Update Now（今すぐアップデート）ボタンをクリックすると、受信機のファームウェア

アップデートが始まります。 

 

5. 受信機がインターネットアップデートサーバーからファームウェアをダウンロードし

ます。 

 

6. ファイルのダウンロードに成功すると、受信機は再起動され、アップグレードが行われ

ます。ファームウェアのアップグレード状況が接続ディスプレイに表示されます。 

7. 受信機がアイドル画面に戻ったら、アップグレード完了です。 

注意： アップグレード中は、受信機の電源を切らないでください。アップグレードには時

間がかかります。しばらくお待ちください。 
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2.2  USBを使用したファームウェアアップデート 

USBを使用して受信機のファームウェアをアップデートする場合は、以下の手順に従ってく

ださい： 

1. ScreenBeamのウェブサイト https：//support.screenbeam.comから最新のファームウ

ェアをダウンロード してください。 

2. ダウンロードしたファイルを解凍し、「install.img」ファイルと「autorun」ファイルフ

ォルダを USB フラッシュドライブのルートディレクトリにコピーします。 

 
注意： 

⚫ ポータブルハードドライブは使用しないでください。FAT/FAT32 フォーマットの

USBフラッシュドライブのみを使用することをお勧めします。 

⚫ 解凍したファイルに変更を加えないでください。 

3. 受信機のアイドル画面がテレビに表示されていることを確認してください。 

注意：アップグレードプロセスを開始する前に、受信機がアイドル状態であることを確

認してください。 

4. 受信機の LMIにログインします。Firmware Upgrade（ファームウェアのアップグレード）

ページに移動し、From a USB Drive（USBドライブから）が Enable（有効）に設定され

ていることを確認します。 

 

5. USBフラッシュドライブを受信機の USBポートに差し込みます。 

6. 受信機が自動的にファームウェアのアップデートを始めます。ファームウェアアップグ

レードのステータスメッセージがテレビに表示されます。 

警告 アップグレード中は、受信機の電源を切ったり、USBフラッシュドライブを取り外

したりしないでください。ファームウェアのアップグレードに失敗します。 

7. ファームウェアアップデート完了後、受信機が再起動します。 

https://support.screenbeam.com/
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8. 受信機のアイドル画面が表示された後、USBを取り外すことができます。 

注意：同じ USBフラッシュドライブを使用して同じ受信機を再度アップグレードする場

合は、sbrun.txtファイルが USBフラッシュドライブに存在しないことを確認してくだ

さい。 
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パート III. 受信機のメンテナンス 

このセクションでは、受信機のメンテナンスに関する設定を紹介します。 

3.1  受信機の自動再起動設定 

長期間連続稼働を続けると、受信機の反応が鈍くなることがあります。デバイスを再起動す

ることで、応答性を回復させることができます。 

 

受信機を自動的に再起動するように設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. Features（機能）タブをクリックして、Features（機能）タブページを開きます。 

 

2. Operation（操作）セクションに移動し、Auto-reboot receiver when idle for（アイ

ドル時に受信機を自動再起動）ボックスからオプションを選択します。 

⚫ Never（決して再起動しない）は、受信機が自動的に再起動しないことを示します。

これはデフォルト設定です。 

⚫  xx hour（s）（xx時間）は、受信機が xx 時間アイドル状態になると自動的に再

起動することを示します。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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3.2  受信機ログを設定する 

ScreenBeam 受信機は、イベントをログに保存することができます。これらのログは、受信

機の LMIまたは ScreenBeamCMSから取得することができます。詳細については、 ScreenBeam 

CMS のユーザーガイドを参照してください。 

受信機のログインを設定する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. 受信機の LMI にログインし、Features（機能） タブページに移動します。 

 

2. Operation（操作）セクションに移動し、Receiver Logging（受信機ログ）を Enable（有

効）または Disable（無効）に設定してください。 

⚫ Enable（有効）：イベント発生時にログを記録します：イベントが発生すると、受信

機はログを記録します。 

⚫ Disable（無効）：受信機はイベントを記録しません。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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3.3  LMI で受信機のログをエクスポートする 

受信機からログをエクスポートする場合は、以下の手順に従ってください： 

1. 受信機のログが有効になっていることを確認します。詳細については、セクション 7.2 

Setting up Receiver Logging（7.2 受信機ログの設定）を参照してください。 

2. 受信機の LMIにログインし、Maintenance（メンテナンス）タブページに移動します。 

 

3. Export Logs（ログのエクスポート）セクションに移動し、Export Receiver Logs（受

信機のログをエクスポート）の横にある Export（エクスポート）ボタンをクリックしま

す。 

 

4. ファイルダウンロードダイアログボックスが表示されます。Save（保存）または Save as

（名前を付けて保存）をクリックして受信ログを保存してください。 
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3.4  リセットボタンの無効化 

ScreenBeam 1100 Plusには、受信機をデフォルト設定にリセットするボタンがあります。

これがリセットボタンです。ScreenBeam 1100 Plusでは、このボタンのすべての機能を無

効にすることもできます。 

 

リセットボタンの機能を有効または無効にするには、以下の手順に従ってください： 

1. 受信機の LMIにログインし、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Operation（操作）セクションに移動し、Push Button（プッシュボタン）を Enable（有

効）または Disable（無効）に設定します。 

⚫ Enable（有効）：リセットボタンの機能が使用できます。 

⚫ Disable（無効）：リセットボタンの機能は使用できません。 

 

3. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認します。 
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3.5  USB ポートの設定 

ScreenBeam 1100 Plusは、受信機の設定、タッチスクリーンのサポート、USBファームウェ

アアップグレードなどの様々なタスクを行うために、2つの USB 2.0ポートと 1つの USB3.0

ポートを備えています。ScreenBeam 1100 Plusでは、これらのポートの機能を無効にする

こともできます。 

 

USB ポートの機能を無効または有効にする場合は、以下の手順に従ってください： 

1. 受信機の LMIにログインし、Features（機能）タブページに移動します。 

 

2. Operation（操作）セクションに移動し、USB Ports（USBポート）を Enable（有効）ま

たは Disable（無効）に設定します。 

⚫ Enable（有効）：USBポートの機能が使用できます。 

⚫ Disable（無効）：USBポートの機能は使用できません。 

 

3. USB Ports（USBポート）が Disable（無効）に設定されている場合、USBポート関連の

機能も無効になる旨の警告メッセージボックスが表示されます。OK をクリックして続

行してください。 

 

4. Apply（適用）ボタンをクリックし、ポップアップメッセージボックスの OKをクリック

して確認する。 
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3.6  システム稼働時間の表示 

受信機のシステム稼働時間を表示する場合は、以下の手順に従ってください： 

1. 受信機の LMIにログインし、Maintenance（メンテナンス）タブページに移動します。 

 

2. System Uptime（システム稼働時間）セクションに移動し、Time since last boot（最

終起動からの時間）行に表示されている期間を確認します。 
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3.7  受信機の再起動 

受信機を再起動する場合は、電源アダプターをコンセントから抜き、5 秒待ってから差し込

んでください。 

 

ローカルで受信機にアクセスできない場合は、受信機の LMIを使って受信機を再起動する

ことができます。 

LMI を使って受信機を再起動する場合は、以下の手順に従ってください LMI にログインし、
Maintenance（メンテナンス）タブのページに移動します。 

 

1. Device Utilities（デバイスユーティリティ）セクションに移動し、Reboot Receiver

（レシーバーの再起動）の横にある Reboot（再起動）ボタンをクリックします。 

 

2. ポップアップメッセージボックスで OKをクリックして確認してください。 
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3.8  受信機をデフォルトにリセットする 

受信機のすべての設定をデフォルトにリセットする場合は、以下の手順に従ってください： 

1. 受信機の電源を入れ、アイドル画面が表示されるまでお待ちください。 

2. Push Button（プッシュボタン）機能が有効になっていることを確認します。詳細につ

いては、セクション 7.4 Disabling the Reset Button（リセットボタンの無効化）を

参照してください。 

3. 受信機のリセットボタンを押し続けます。 

4. Resetting to factory defaults（工場出荷時のデフォルトにリセット）画面が HDTVに

表示されたら、リセットボタンを離します。 

受信機が再起動され、デフォルト設定で動作します。 

注意：この方法では、すべての設定がデフォルトにリセットされます。 

 

ローカルで受信機にアクセスできない場合は、受信機の LMI を使って受信機をリセットす

ることができます。 

LMIを使用して受信機をリセットする場合は、以下の手順に従ってください： 

1. 受信機の LMIにログインし、Maintenance（メンテナンス）タブのページに移動します。 

 

2. Device Utilities（デバイスユーティリティ）セクションに移動し、Reset（リセット）

の隣にある Reset（リセット）ボタンをクリックしてください。このボタンは、受信機

の物理ボタンと同じ機能です。 

 

3. ポップアップ メッセージ ボックスで OKをクリックして確認してください。 

 

4. 受信機が再起動され、再起動後に工場出荷時のデフォルトにリセットされます。 

5. ネットワーク接続設定やリモート管理設定を変更せず受信機をリセットする場合は、

Soft Reset（ソフトリセット）の横にある Reset（リセット）ボタンをクリックします。 
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LMIから受信機をソフトリセットした場合、以下の設定が維持されます： 

⚫ CMSサーバーIPアドレス 

⚫ CMS通信ポート 

⚫ サービスプラットフォーム CMSポート 

⚫ 受信機 IP設定（DHCPまたは静的 IP） 

⚫ 受信機 IPアドレス 

⚫ 受信機サブネットマスク 

⚫ 受信機ゲートウェイ 

⚫ 受信機 DNS設定（動的または静的） 

⚫ プライマリ DNS 

⚫ セカンダリ DNS 

⚫ ホスト名 

⚫ 有線接続設定 

⚫ ワイヤレス接続設定 

⚫ タイムゾーン 
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3.9  最適なパフォーマンスのためのヒント 

最適なパフォーマンスを得るためには、以下のヒントをお試しください： 

• 受信機をソースデバイスの直線見通し内に置いてください。こうすることで、受信機が

最良の信号を受信できるようになります。 

• 受信機の最適なワイヤレス範囲は、送信元デバイスから 30フィート以内です。ただし、

実際の範囲や効果は、他の干渉源や周囲の構造物に使用されている建材など、多くの要

因によって異なります。 

• 金属製の棚、扇風機、モーター付きアイテム、電子レンジ、コードレス電話、2.4GHz非

Wi-Fi無線デバイスなどのワイヤレス干渉源の近くに受信機を置かないでください。 
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付録 I. トラブルシューティングとよ

くある質問（FAQ） 

この章では、ScreenBeam 1100 Plusを使用する際に発生する可能性のある問題、またそれ

らの問題に対して考えられる解決策について説明します。また、よくある質問（FAQ）とそ

の回答も記載しています。 

トラブルシューティング 

受信機の電源を入れても、HDTV の画面に何も表示されません。 

ケーブルの接続を確認し、テレビの入力設定が、受信機が接続されている HDMI®ポートと一

致していることを確認してください。 

 

アーティファクトが表示され、ビデオストリームが途切れ途切れになります。 

ノイズの多い Wi-Fi環境では、ビデオコンテンツの再生中に音声や映像がフリーズし、スト

リーミング時に予想以上の遅延が発生することがあります。最適な Wi-Fi 環境をご利用く

ださい： 

⚫ 受信機の接続を解除し、再接続してください。 

⚫ ソースデバイスがワイヤレスルーターに接続されている場合は、ルーターを再起動す

るか、ワイヤレスルーター/APのワイヤレスチャンネルを変更してください。詳細につ

いては、ワイヤレスルーターのユーザーマニュアルを参照してください。 

 

Miracast™デバイスでインターネットビデオを見ているときに、途切れたり、一時停止した

りします。 

ワイヤレス干渉により、インターネットビデオの再生が途切れることがあります。このよう

な場合は、以下をお試しください： 

⚫ デバイスを受信機から取り外します。インターネット接続が安定し、端末で再生してい

るビデオがスムーズであることを確認しましょう。 

⚫ YouTubeのキャッシュをクリアし、ビデオの再生を再度お試しください。 

 

Miracast™デバイスでローカルビデオを見ているときに、途切れたり、一時停止したりしま

す。 

ワイヤレスの干渉によって、ビデオの再生が途切れることがあります。このような場合は、

以下をお試しください： 

⚫ 受信機と同じ部屋にいることを確認してください。 

⚫ メディアプレーヤーを H/Wデコーダーを使用するように設定します（利用可能な場合）。 

⚫ Miracast™デバイスと受信機を再起動し、再度接続しなおしてください。 

⚫ Miracast™デバイスを移動しすぎないようにしてください。 

⚫ ワイヤレスルーター/アクセスポイント、または受信機のワイヤレスチャンネルを変更

してください。 
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私の Windows 10/11はテレビに表示さ れますが、画面の四隅が切れています（オーバース

キャン）。 

これは、システムがサポートするディスプレイ解像度によっては起こりうることです。

Windows の画面解像度設定を調整して、PC の画面をテレビのディスプレイに合わせること

ができます。 

 

ScreenBeam 1100 Plusとの接続に失敗し、デバイスが接続できなくなりました。 

⚫ ScreenBeam 1100 Plusを再起動して、接続を再試行してください。あるいは、デバイ

ス（ラップトップ/Ultrabook/タブレット/スマートフォン）を再起動し、接続を再試行

してください。 

⚫ ScreenBeam 1100 Plusとデバイスの双方を再起動し、接続を再試行してください。 

⚫ Windows 10 オペレーティングシステムを使用している場合は、 Settings（設

定）>Devices（デバイス）>Bluetooth & other devices（Bluetoothとその他のデバイ

ス）>Wireless displays & docks（ワイヤレスディスプレイとドック）（または、Settings

（設定）>Devices（デバイス）>Wireless displays & docks（ワイヤレスディスプレイ

とドック）、または旧バージョンの Settings（設定）>Devices（デバイス）>Connected 

Devices（接続デバイス）>Projectors（プロジェクター））に進み、ご使用のデバイス

（PC/laptop/Ultrabook）から ScreenBeam 1100 Plusのプロファイルを削除してから、

再度接続をお試しください。 

⚫ Windows 11 オペレーティングシステムを使用している場合は、Settings（設定）

>Bluetooth & devices（Bluetooth & デバイス）>Devices（デバイス）>Wireless 

displays & docks（ワイヤレスディスプレイ & ドック）に進み、お使いのデバイス（PC/

ノートパソコン/Ultrabook）から ScreenBeam 1100 Plus のプロファイルを削除して

から、接続を再試行してください。 

 

デバイスの ScreenBeam設定ユーティリティを使って受信機に接続できません。ユーティリ

ティが受信機を見つけられません。 

ScreenBeam 1100 Plusは ScreenBeam設定ユーティリティと互換性がありません。受信機の

設定やアップグレードには、受信機のローカル管理インターフェイスまたは ScreenBeamセ

ントラル管理システムをご使用ください。 

 

ソースデバイスをワイヤレスネットワーク（ルーター/AP）に接続すると、ScreenBeam 1100 

Plusが自動的に切断されるのはなぜですか？ 

ソースデバイスが ScreenBeam 1100 Plusに接続されている状況で、デバイスをワイヤレス

ネ ットワーク（ルーター/AP）に接続すると、ソースデバイスの通信チャネルが変更さ れ

ます。この結果、ScreenBeam 1100 Plusはソースデバイスから切断さ れてしまいます。 

ソースデバイスが異なるチャンネルモードをサポートしていない場合、ルーター/APと同じ

チャンネルで動作するように受信機を設定する必要があります。 

 

Chromebookまたは Chromeブラウザで ScreenBeamが見つかりません。 

以下の方法をお試しください： 

⚫ Google Cast でワイヤレスディスプレイオーバーLAN 機能が有効になっていて、

ScreenBeam とお使いのデバイスが同じネットワークに接続されていることを確認して

ください。 
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⚫ 受信機がインターネットにアクセスできることを確認して、NTPサーバーと時刻を同期

できるようにしてください。 

⚫ デバイスで google.com にアクセスし、デバイスが Google サーバーにアクセスできる

ことを確認してください。 

⚫ 受信機のタイムゾーンを変更した場合は、タイムゾーンをユニバーサルタイムにリセ

ットします。（この方法は、ファームウェア 11.0.6.0 の ScreenBeamに適用されます。） 

よくある質問（FAQ） 

自分のデバイスが Wi-Fi Miracastに対応しているかどうかは、どうすればわかりますか？ 

お使いのデバイスで、以下の Miracastアプリケーションのいずれかを探してください。以

下に記載されているのは一部のアプリケーション名のみです。またメーカーによって、製品

上の Miracastアプリケーションの名前が異なる場合があります。しかしそれらは似たよう

な意味を示しているはずです。 

⚫ 接続 

⚫ ワイヤレスディスプレイ 

⚫ ワイヤレスミラーリング 

⚫ スクリーンミラーリング 

⚫ AllShareCast（Samsungデバイスのみ） 

⚫ キャストスクリーン 

おすすめの Miracastデバイスについては、ScreenBeam 1100 Plusの互換性ページをご覧く

ださい。 

 

ScreenBeam 1100 Plus受信機を使用するにあたり、ドライバやアプリをインストールする

必要がありますか？ 

⚫ Windows 11/10の場合、最新の Windowsアップデートをインストールするだけです。 

⚫ Android 8以上の場合、アプリは必要ありません。 

⚫ AirPlayをサポートする Appleデバイスの場合、アプリは必要ありません。 

⚫ Castを搭載した ChromeOSデバイスの場合、アプリは必要ありません。 

 

ビデオ/オーディオのパフォーマンスを向上させる方法は？ 

ScreenBeam 1100 Plus 受信機のビデオ/オーディオ性能を向上さ せるためには、以下の方

法をお試しください： 

⚫ デバイスを受信機に近づけてください。 

⚫ よりクリーンなワイヤレスチャネルを使用しているワイヤレスネットワークにデバイ

スを接続するか、現在のワイヤレスネットワークのワイヤレスチャネルを変更してか

ら、デバイスを受信機に接続 してください。 

⚫ 現在使用していない Wi-Fiデバイスの電源を切ってください。 

 

受信機のワイヤレス信号範囲はどこまでですか？ 

受信機は、ソース機器と同じ部屋で使用するように設計されています。最高のパフォーマン

スを得るためには、ソース・デバイスは受信機から 20メートル以内に設置する必要があり

ます。 
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テレビ画面にぴったり合うようにディスプレイを調整するにはどうすればよいですか？ 

受信機のローカル管理インターフェイスまたは ScreenBeamセントラル管理システムを使い、

ディスプレイを調整することができます。 

⚫ 受信機のローカル管理インターフェイスにログインし、Features（機能）ページの

Adjust TV Screen Size（テレビ画面サイズの調整）からディスプレイを調整します。 

⚫ ScreenBeam セントラル管理システムでは、受信機をダブルクリックして受信機設定 

ページを開き、Features（機能）セクションのテレビ画面サイズを調整できます。 

 

 

 

ScreenBeamのビデオ出力を 16：9以外のアスペクト比のディスプレイに合わせる方法は？ 

ScreenBeam受信機の HDMI®出力は、16：9の解像度にのみ対応しています。 

 

Miracastデバイスから Windowsデスクトップを HDTVやプロジェクターに拡張できますか？ 

はい。ScreenBeam 1100 Plus受信機への接続が確立された後は、デフォルトでノートパソ

コンの画面が HDTVまたはプロジェクターにミラーリングされます。 

Windows デスクトップを HDTV またはプロジェクターに延長するには、Windows キーと P キ

ーを同時に押し、Duplicate（複製）、Extend（拡張）または Second screen only（セカン

ドスクリーンのみ）モードを選択 してください。 

macOS のデスクトップを HDTV やプロジェクターに拡張するには、メニューバーのスクリー

ンミラーリングアイコン を選択し、Mirror Built-in Rentina Display（ミラー内蔵

Rentinaディスプレイ）、Use As Extended Display（拡張ディスプレイとして使用）から希

望の投影モードを選択します。 

 

Wi-Fi Miracast™とは？ 

Wi-Fi認証 Miracast™は、ケーブルやネットワーク接続を必要とせず、デバイス間でシーム

レスに映像を表示する画期的なソリューションです。ユーザーは、スマートフォンの写真を

大画面テレビで見たり、ノートパソコンの画面を会議室のプロジェクターとリアルタイム

で共有したり、家庭用ケーブルボックスのライブ番組をタブレットで見たりすることがで

きます。Miracast™接続は、Wi-Fi認証 Wi-Fi Direct™を使用して行われるため、Wi-Fi®ネッ

トワークへのアクセスは必要ありません。 

 

Wi-Fi Directとは何ですか？また、Wi-Fi Directを使用すれば受信機に接続できますか？ 

Wi-Fi Direct は、Miracast™接続が形成されるピア・ツー・ピア技術です。一部の新しい

Android 4.0や Windows 8.1デバイスは、Wi-Fiダイレクトデバイスのスキャンリストで受

信機を検知しますが、受信機に接続することはできません。受信機と接続するには、デバイ

スが Miracast™に対応している必要があります。 

 

互換性のあるノートパソコンを使って、Wi-Fiルーターと受信機に同時に接続できますか？ 

可能です。まずノートパソコンを利用可能な Wi-Fiルーターに接続し、次に受信機に接続し

ます。その後、オンライン・コンテンツを表示し、HDTVに転送することができます。 

 

Miracast™デバイスを使って、Wi-Fiルーターと受信機に同時に接続できますか？ 

Miracast™デバイスの中には、Wi-Fi ルーターと受信機の両方に同時に接続できないものが
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あります。詳細については、デバイスメーカーまたは通信事業者のユーザーマニュアルを参

照してください。 

 

複数の Miracastデバイスを同時に受信機に接続することはできますか？ 

マルチビューモードが有効な場合、最大 4台の Miracastデバイスを同時に受信機に接続で

きます。 

 

複数の ScreenBeam 1100 Plus受信機に同時に接続できますか？ 

いいえ。デフォルトでは、一度に 1台の ScreenBeam 1100 Plusにしか接続できません。 

ただし、ユーザーデバイスは、MultiBeam設定で設定された複数の ScreenBeam 1100 Plus

受信機に投影することができます。詳細については、マルチビームユーザーガイドを参照し

てください。 

 

ScreenBeam 1100 Plusは、ワイヤレスタッチとインキングに対応していますか？ 

はい。ScreenBeam 1100 Plusは UIBCをサポートしています。ソースデバイスには Window 

10システムをインストールし、以下のハードウェア要件を満たす必要があります： 

⚫ 第 6世代 Intel Core（またはそれ以上）プロセッサ 

⚫ AMD A4-5000（Kabini またはそれ以上）プロセッサ 

 

DLNAを使用して、受信機にメディアをプッシュできますか？ 

いいえ。受信機は DLNAメディア受信機ではありません。 

 

受信機は Apple iPhone、iPad、iPodで使用できますか？ 

ScreenBeam 1100 Plusは、AirPlayスクリーンミラーリングをサポートする Appleデバイ

スで使用できます。 

 

ScreenBeam受信機に USB機器が接続されていなくても、Allow mouse, keyboard, touch, 

and pen input from this device（このデバイスからのマウス、キーボード、タッチ、お

よびペン入力を許可する）と表示されます。USBデバイスが存在しない状態でこのオプショ

ンがチェックされた場合、Miracast接続に何か影響がありますか？ 

いいえ。これは Windows 10/11の標準的な動作です。 
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付録 II. 注意事項 

保証について 

本製品には、購入日から 1年間のハードウェア限定保証と 90日間の無償ソフトウェア・ア

ップデートが付与されています。 

 

⚫ 現地法 

本限定保証規定は、お客様に特定の法的権利を付与いたします。お客様は、米国では州ごと

に、カナダでは州ごとに、その他の地域では国ごとに異なるその他の権利を有する場合もあ

ります。 

本制限付き保証に関する声明が現地の法律と矛盾する場合、本声明はかかる現地の法律と

矛盾しないように修正されたものとみなされます。かかる現地法の下では、本保証書の一部

の免責事項や 制限事項がお客様に適用されない場合があります。 

 

GPL 情報 

GNU一般公衆利用許諾契約書（GPL）関連情報については、以下をご覧ください。 

https：//opensource.screenbeam.com. 

 

テクニカルサポート 

よくある質問、トラブルシューティングのヒント、ドキュメント、ファームウェアのアップ

デート、サポートについては、こちらをご覧ください： 

https：//support.screenbeam.com  

サポートチケットの発行 

https：//support.screenbeam.com/ticket  

ウェブサイト：www.screenbeam.com  

  

https://opensource.screenbeam.com/
https://support.screenbeam.com/
https://support.screenbeam.com/ticket
http://www.screenbeam.com/
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FCC 警告 

このデバイスは、FCC 規則の第 15 部に準拠しています。操作は、（1）このデバイスが有害

な干渉を引き起こさないこと、（2）望ましくない動作を引き起こす可能性がある干渉を含め、

このデバイスが受信したあらゆる干渉を受け入れること、を条件とします。 

準拠責任者によって明示的に承認されていない変更または修正は、本装置を操作するユー

ザーの権限を無効にする可能性があります。 

注意：本装置は、FCC 規則第 15部に従ったクラス Bデジタル装置の制限に準拠することが

テストにより確認されています。これらの制限は、住宅での使用において有害な干渉から適

切に 保護することを目的としています。本装置は、無線周波数エネルギーを発生、使用、

放射する可能性があり、説明書どおりに設置、使用されない場合、無線通信に有害な干渉を

引き起こす可能性があります。ただし、特定の設置場所で干渉が発生しないことを保証する

ものではありません。 

本装置がラジオやテレビの受信に有害な干渉を引き起こす場合（干渉の有無は本装置の電

源を切ったり入れたりすることで判断できます）、ユーザーは以下の手段の 1つ以上によっ

て干渉を修正することをお勧めします： 

⚫ 受信アンテナの向きを変えるか、位置を変える。 

⚫ 機器と受信機の距離を離す。 

⚫ 受信機が接続されている回路とは別の回路のコンセントに機器を接続する。 

⚫ 販売店または有資格のラジオ/テレビ技術者に相談してください。 

FCCの RF曝露ガイドラインに準拠するため、本機器は放射器と人体の間に 20cm以上の距離

を確保して設置し、操作してください。付属のアンテナのみを使用してください。 
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CE ステートメント 

製造業者名：ScreenBeam Inc. 

住所：220 Devcon Dr., San Jose, CA 95112 USA 

製品名：ScreenBeam 1100 Plus; 

商標：ScreenBeam 

モデル番号：SBWD1100 

動作温度：0°C～40°C 

この機器は、指令 2014/53/EUの必須要件とその他の関連規定に準拠しています。また、す

べての必須無線テストスイートが実施されています。 

詳細については、当社ウェブサイトをご覧ください：www.screenbeam.com/ 

 

テスト基準： 

 EN IEC 62368-1：2020+A11：2020   

 EN 62311：2020;  

 ETSI EN 301 489-1 V2.2.3 （2019-11）;  

 ETSI EN 301 489-3 V2.1.1 （2019-03）;  

 ETSI EN 301 489-17 V3.2.4 （2020-09）;  

 ETSI EN 300 328 V2.2.2 （2019-07）;  

 ETSI EN 301 893 V2.1.1 （2017-05）;  

 ETSI EN 300 440 V2.2.1 （2018-07）;  

 EN 55032：2015+A1：2020;  

 EN 55035：2017+A11：2020;  

 EN IEC 61000-3-2：2019+A1：2021;  

 EN 61000-3-3：2013+A2：2021;  

   

この機器は、人体から 20cm離して使用した場合、RF仕様を満たしたことになります。 

   動作周波数帯域 5150-5350MHz 「屋内専用」 

 

地球環境に配慮してください！家庭ごみとして廃棄しないでください！ 

 

 

  

http://www.screenbeam.com/
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RF 仕様： 

 

5GHz帯域における制限： 

指令 2014/53/EUの第 10条（10）によると、この無線機器は、以下の市場に投入される際に

は、ある種の制限の対象となることがパッケージに示されています。 

ベルギー（BE）、ブルガリア（BG）、チェコ共和国（CZ）、デンマーク（DK）、ドイツ（DE）、

エストニア（EE）、アイルランド（IE）、ギリシャ（EL）、スペイン（ES）、フランス（FR）、

クロアチア（HR）、イタリア（IT）、キプロス（CY）、ラトビア（LV）、リトアニア（LT）、ル

クセンブルク（LU）、 ハンガリー（HU）、マルタ（MT）、オランダ（NL）、オーストリア（AT）、

ポーランド（PL）、ポルトガル（PT）、ルーマニア（RO）、スロベニア（SI）、スロバキア（SK）、

フィンランド（Fl）、スウェーデン（SE）、トルコ（TR）、ノルウェー（NO）、スイス（CH）、

アイスランド（IS）、リヒテンシュタイン（LI）。 



 

94 

 

 

TELEC ステートメント 

屋内での使用に限定（5.2GHz帯高出力基地局または中継局と通信する場合を除く）。 
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NCCの警告 

検査証明を取得した低出力無線周波数装置については、その会社、商号、またはユーザーに

よる承認なしに、周波数の変更、出力の増大、または元の設計特性や機能の変更を行っては

なりません。低出力無線周波数装置の使用は、航空機の安全に影響を与えて、合法的な通信

を妨害する不正行為をお控えください。そのような不正行為が発生した場合、直ちに使用を

中止し、干渉が解消されるまで再使用することはできません。前述の「合法的な通信」とは、

電気通信管理法の規定に基づいて行われる無線通信を指します。低出力無線周波数装置は、

工業、科学、医療用の合法的な通信や無線周波数を使用する電気機器からの干渉を受け入れ

なければなりません。 


